
Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 9, March. 1976 9 

日本の亜高 山広葉草原 2

大 場 達 之

Syntaxonomische Studien i.iber die Staudenflurengesellschaften 

der subalpinen Stuf e Japans 2. 

Tatsuyuki 0HBA 

目 次

Synopsis 

II 群集と群落（つづき〉

東北地方

12.オニアザミ ヒゲノ ガリヤスj洋集 〈表15）ー・－ ••• • ・12 

13. オクキタアザミートウゲフキ群集 （表16)....・ー・・・・・16

14.ガンジュ アザミータカネノガリヤス群集 （表17)..... ・ 18 

15. ミヤマキタアザミ トウゲブキ鮮集 （表18）・・・・・・19

16. タカネヘビノネゴザ上群集（表19）・・・ー ー・・ー・…・20

北海道

17.ナガパキタ アザ ミー リシリスゲ群集 （表20～24)... ・22 

18. フタマタタンポボーイワオウギ群集 〈表25) ・ ・ ・28

19. レブントウヒレン チシマフウロ併集 （表26）・0・u ・・・・28

20. ミヤマハルガヤーリシリスゲ群集 〈表27）・・…ー・・・・・・30

Synopsis 

II Nordost Honshu 

Betulo ermanii-Ranuncul巴t:;a acris v. Japonicae 011sA in Miyawaki et al. 

1969 

Trollio・Ranunculetaliaacris v. japonicae 0HsA 1973 

Trollio・Ranunculionacris v. japonicae 0HBA in Miyawaki et al. 1969 

a. Cirsium nipponenso・Calamagrilstislongis ;ta-Ass. ass. n ov. (tab. 15). 

Syn. Primulo-Faurietum SH1M1zu 1969 p.p. (tab.). 

Saussurzo・Angelicetum0HsA in M1vAWAK1 et al. 1969 (tab.). 

Fαuriαcγistα・gαlli Cαlamagγostis longise,'a v. loηgeαγi s：αtαGes. 

0HBA 1974 (tab.). 

Trautvetteria japonica-comm. KIKUCHI 1975 (tab.). 
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Cirsium nipρoninse-Ca!amagrostis longiseta-Ges. OttBA 1975 (tab.). 

Kenntaxa ・ Cirsium niρρonens:;, Prun?llaρrunelliformz・su. Clinoρodium 

macranthum. 

Areal・ Echigo Gebirge, Iide-Kette, Asahi-Kette und Ohu-Gebirge. 

b. Saussurea riederi v. japonica-Ligularia hodgsonii-Ass. OttBA (1967) 
(tab. 16) 

Syn. Hemeracallis middendorffii v. esculenta-Ass. YuK1 1963 (tab. japよ

Anemone narcissiftora comm. IsmzuKA et al. 1972 (tab. jap.). 

Carex doenitzii-comm. IsmzuKA et al. 1972 (tab. jap.〕．

Angelica anomalα－Filiρendu!a kamtschatica-comm. Ismzu1cA et al. 

1972 (tab. jap.〕．

Polygonum weyrichii-comm. IsmzuKA et al. 1972 (tab. jap). 

Trautvetteriαjαρonica Lastrea querρaertensi s-comm. IsHIZUKA et al. 

1972 (tab. japよ

Kenntaxa: Sαussurea riederi v. japonica, Cirsium chokaiense. 

Areal : Chokai san. 

c. Cirsium ganjuense・Calamagrustissachalinensis-Ass. ass. nov. (tab. 17). 

Kenntaxon: Cirsium ganjuense. 

Areal: Iwate san und Hayachine san. 

d. Senecio takedanus-Hedysarum vicioides-Ass.-Gruppe 0HBA 1974 

Saussurョafranchetii-Ligularia hodgsonii-Ass. ass. nov. (tab. 18). 

Syn. Po!ygonum bistorta-Hemerochallis middendorffii v. esculenta-

comm. K11<ucH1 1975 (tab). 

Kenntaxon: Saussurea franchetii. 

Areal: Asahi-Kette und lide-Kette. 

e. Athyrium yoko s~ens J v. alpicola-Ass.-Gruppc OttsA 1975 (tab. 19). 

Kenntaxon ・ Athyrium yokoscense v.αlpicola. 

1. Calamagrostis longiseta-Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass. 

0HBA 1973 

Areal・ Echigo Gebirge. 

2. Calamagrostis sa ~halinensis-Athyrium yokos~ens ~ v. alpicola-Ass. 

0HBA 1975 

Areal . Chokai-san und As昌hiKette. 

III Hokkaido 

a. Saussurεa riederi v. yezoensis-Geranium erianthum-Ass. 0HBA (1967) 

(tab. 20, 21, 22, 23, 24) 

Syn. Junco-Peucedanetum TottYAMA 1970 in ho, Ko et al.〔tab.〕p・p.. 

Kenntaxa: Saussurea riederi v. yezoensis, Carex scita v. riishirensis, 

Poa yezoalρina, Aconitum yαmazakii, Cirsiumρeclinellum v. alρinum. 

Areal: Hidaka-Gebirge, Yubari-Kette und Taisetu」Massiv.

b. Saussurea riederi v. insularis-Geranium erianthum-Ass. 0HBA (1967) 

(tab. 26 a). 
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Kenntaxa: Saussurea riederi v. insularis. Cαrex scita v. scabrinervia, 

Polemonium acuti/Lorum v. laxifiorum, Cortusa matthioli v. yezoensis, 

Trollius ledebourii v.ρolyseραlus. 

Areal: Rebun-Insel. 

c. Senecio takedanus-H号dysarumvicioides-Ass.-Gruppe 0HBA 1974 (tab. 25) 

Crepis hokkaidoensis-Hedysarum vicioides-Ass. ass. nov. 

Kenntaxon: Creρis hokkaidoensis. 

Areal: Yubari-Kette. 

d. Anthoxanthum odoratum v. furumii-Carex scita v. riishirensis-Ass. 

ass. nov. (tab. 26 b). 

Kenn-u. Trenntaxa: Anthoxanthum odoratum v. furumii, Trollius 

pulcher, Astragalus secundus. 

Areal. Rishiri-Insel. 

lsHIZUKA, K., T ACHIBANA, H1sAKO & SAITO, K. 1972 

Vegetation of Chokai san. Chokaisan and Tobi shima, 52 88, Yamagata. 

ho, KoJI, THoYAMA, M., Sato, K. and Tsujii, T. 1973 

Preliminary report of the alpine vegetation of Taisetsu mountain range (III), 

-Ann. Rep. ]IBP CT (P) Fiscal year 1972, 79-91. 

KIKUCHI, T. 1975 

Vegetion of Mt. Iide. Ecol. Rev. 18: 65-91. Sendai. 

MIYAWAKI, A.。叫ん T.,OKUDA, S., NAKAYAMA, K. und Fui1wARA, K. 1968 

Pflanzensoziologische Studinen iiber die Vegetetation der Umgebung von 

Echigo-Sanzan und Okutadami. Sci. Rep. Nat. Conserv. Soc. J ap. 34: 57-152. 

0HBA, T. 1967 

Alpine and subalpine zone. Miyawaki, A. （巴d.)Vegetation of ] a pan 329-367, 

373-399. Tokyo. 

0HBA, T. 1973 

Uber die Vegetation des Kiyotsu-Tales, Zentral Japan. Rep. Nat. Conserv. 

Soc. 45: 57-126. Tokyo. 

0HBA, T 1974 

Vegetationskundliche Untersuchungen im Flu,Bgebiet Kakkonda. Rep. Nat. 

Conserv Soc. ] ap. 48・150196. Tokyo. 

0HBA, T. 1975 

Die Vegetation der Asahi-Kette Rep. Nat. Conserv. Soc. Jap. 49: 137-213. 

Tokyo. 

SHIMI7.U, H. 1967 

Phytosociological studies of alpine herbaceous and dwarf shrub communities on 

the Iide mountains. Jap Journ. Ecol. 17: 149-156. Sendai. 
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Il 群集と群落 （つづき〉

木報では前報（神奈川県立｜呼物館研究報告 ・自然科学 7号 1974）に引き続き東北地

方と北海道の広葉草原を扱う。 l肖日光，谷川岳などの北関東の山地については資料を集積

中であるので別に報告の予定である。 群落の分類休系については次報において広葉草木低

木林と共に綜合的に論ずる。

12. オニアザミーヒゲノガリヤス群集 （表15)

Cirsium nipponens色・Calamagrostislongiseta-Ass. ass. nov. 

積雪量が駆めて多い東北地方の山岳では亜高山手｜干の主 1-1'!~樹林の発達が悪い。 特に亜高山

併に相当する高度での斜面勾配が急な山岳，特に 飯豊山系やlji}j日山系では雪崩，雪圧など

の影響が強くオオシラビソによる亜高山針葉樹林は全く欠けている。 従って亜高山針葉樹

林中の雪崩斜面をその主たる領域とする亜高山の広葉草原も発達が不良である。 これらの

山岳て手は 雪崩の多発する斜面は岩盤が露呈する岩壁状になることが多く，比較的弱L、雪崩

斜面はミヤマナラ， ミネカエデ3 マルパマンサク，ウラジロヨウラク等の低木群落が旺盛

に斜面をおおっている。 これらの低木群落は草本居の発達が極めて悪く＼群落の全構成種

の%以上が低木で占められるとLづ特異な様相を持っている。 この低木群落はミヤマハン

ノキ，ウラ ジロナナカマ ド等の広葉草本を豊かに持った広葉草木低木~ti下落とは種類組成上

全く異っており，むしろブナ群綱に関連づけられるものである。 一方月 111，鳥海山などの

比較的緩斜面が多い山体ではチシマザサ，クマイザサ等のササ原が発達して広葉草原は一

部の小規模な崖錐上や雪田上縁，風衝の強L、凸状斜面などに限定されて見られるに過ぎな

し、。東北地方では過度の積雪によって雪崩草原が発達を阻害されているといえよう。

東北地方の111岳で最も一般的な広葉草原は イワイチョウ，ショ ウジョウスゲ等の雪国草

原の周辺に生ずるものである。 これは普通ヒゲノガリヤスが佐占することが多く，広葉草

原という よりは禾本草原に近い姿であるがその種類組成は基本的に中部山岳E高山帯の広

民草原と異らなし、。 この雪田周辺草原は中部山岳の雪崩草原に くらべて柚成種が少なく，

ヒゲノガリヤスの優占と相まって単調な感を与える。 この群落に常在的な種類としてはタ

テヤマスゲ，コハイケイソウ，ハクサンボウフウ，ニッコウキスゲ， ショウジョウスゲ，

オニアザミなどで同じ雪国周辺草原であっても中部山岳の高所の雪凹周辺に生ずるクロユ

リーウサギギク上群集とはかなり異った様相を示している。 このj「千落をオニアザミ ヒゲノ

ガリヤス併集として認めることにしたい。 明瞭な標徴種としてはオニアザミ 一種を挙げ得

るに止まるが種類の組み合せは独自である。

現在手もとにある資料からするとその分布域は飛騨山系北部の亜高山帯下部から日本海

側を北に向って飯豊山系，朝日山系から裏岩手山地にまで及ぶ。 西はおそらく白山にも見

られるものと考えられる。 分布圏内のうち鳥海山では同質の環境をチョウカイアザミを主

とする別個の群集が占めている。

オニアザミ ーヒゲノガリヤス群集はその環境によって4値｜の下位単位が識別される。

ヒトツパヨモギ亜群集 ：雪田周辺の雪蝕崩壊地の周辺に生じヒトツパヨモギ，タテヤマ

ウツボグサ， イヮテトウキ， ミヤマクルマパナ，イワオウギなどによ って諮UJIJさオ1る。

般に山稜の北東側に形成される雪国の上縁に生じ腐植堆積は少なく地表にはかなり砂J擦が

露呈している。 秋田県乳頭山山頂の東南斜面iに形成される崖錐上には崩溶しやすい磯斜面

にヒトツパヨモギ亜群集に一致する植分が見られる。 ヒトツパヨモギ亜群集より更に雪蝕



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 9, March, 1976 

ti 

震 ，f7)~会ゾ

13 

40・
内
’
』

。

A
V

・

守3

畠

¥5 、
S有

為，
ぬ

区&illUber 1500m ti. M 

Karte. 8. 調査地域 （本州東北部） 1 ＝乳頭山，2＝岩手山， 3＝早池峯山， 4＝鳥海山，5＝朝日

山系，6＝飯豊山系，7＝越後（三国〕山系。

Die Lage der untergesuchte Berge und Gebirge. 1 =Nyutsuburi yama, 2 =Iwate san, 3 = 

Hayachine-san, 4 =Chokai san. 5 =Asahi-Kette, 6 =lide-Massiv, 7 =Echigo (Mikuni)-

Gebirge. 
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Abb.1.雪国的環境に生ずるクロユリーウサギギク上群集とオニアザミーヒゲノガリヤス群集の配分模式

V巴rteilungder zwei Staudenfluren Gesellschaften, die um Schneetalchen vorkommen. 

の強く働らく所にはナエパキスミレ群集が生ずる。 ナエバキスミレ群集はナエハキスミレ

の散生する荒原状の植生であるが，その立地は常に小面積で，その組成に変化が多く，し

ばしばミヤマクルマパナ，タテヤマウツボグサなどが散生している。 これらの点からする

とナエバキスミレ群集は単にオニアザミ ーヒゲノガリヤス群集の断片的な植分とも考えら

れる。またナエパキスミレとオオバキスミレとの識別も必ずしも明瞭ですなく，今後ナエパ

キスミレ群集の再検討が必要である。

シナノキンハイE群集：飯豊山系および朝日山系の高所には氷蝕乃至雪蝕によるカール

地形が多いが，このカールの急斜面のと部は中部山岳の氷蝕カール斜面に見られる広葉草

原とよく似た環境を形成し，比較的早い融雪と融雪後に左程湿潤でないことが 主因となっ

て雪田的雰囲気に比較的乏しい広葉草原が生じている。 これをシナノキンパイ， ミドリユ

キザサ，カラクサイノデなどを区分種にシナノキンパイ亜群集とする。

イワイチョウ亜群集： 雪国の低凹部に形成されるイワイチョウ，ショウジョウスゲ，ハ

クサンコザクラ或はヒナザクラ等の低小な雪国草原に接してその周辺のやや乾いた斜面に

生ずるものをイワイチョウ亜群集とする。 雪田草原とは相観的にかな り漸変的に接してお

り，ヒゲノガリヤス，タマヤマスゲ，ハクサンボウフウなどは雪国草原中にもかなり進出

している。 一方雪国草原から広葉草原に向つてはシラネニンジン，イワイ チョワなどが侵

入し両草原の移行的な状態を示している。 しかしイワイチョウ亜群集は雪田周辺にあって

ミヤマキンポウゲ， ミヤマセンキュウ，イフキゼリ， タカネスイノ＇＇ タカネアオヤギソウ

などの広葉草原の種類の存在で雪国草原からは容易に識別できる。 土壌は雪田草原のよう

な黒色泥炭を形成せず．薄く褐色で礁が多いのが一般である。

ハクサンイチゲ亜群集．これは飯豊山の雪国周辺のうち，融雪後植物の生育後期にかな

り乾燥する立地に見られるもので，ハクサンイチゲが特徴的に多いほか， 群落第二層にキ

パナノコマノツメ，ショウジョウスゲ，マイヅルソウなどが多い。 これは群落高が生育後

期の風衝乾燥のために低く， 反対に群落の春季相の発展時期には水分が充分であることに

起因すると思われる。

尚オニアザミは亜高山のみでなくブナ帯中の崩壊地にあたかもフジアザミの如く生ずる

こと も知られている（例えば裏岩手 ・葛根田川上流入このオニアザミの習性と群落区分上

の問題に関しては更に後考を期したい。
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100 100 旧0 100 90 
22 25 21 17 17 

Subass von AneMone narcissiflora 

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 
E E E E E E I I I As 
I 2 3 4 5 6 81 33 32 232 
2100副主拍 1矧） 20剖 19502040 1900 1820 1820 16却
S SE E ESE ESE NW ENE N ENE N 
5 >O 18 10 10 30 25 25 38 30 
100 90 出） 50 20 20 28 36 1f泊 100
100 100 . 100 60 )00 95 100 98 100 
20 14 16 16 11 17 14 22 19 12 

Subass von Troll ius riederianus v. japonicus 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 
I I I I I I I As As 
95 66 64 6 7 68 89 92 96 97 
1奴却 18401840 1840 1840 1900円001580 1560 
E E E ENE E ENE NE NE E 
32 30 40 35 35 35 35 35 35 
20 20 - 25 25 15 25 100 100 
K泊 100 >00 ）（泊 100 100 80 100 100 
25 21 22 20 19 20 23 l3 15 

Ci rs i um ni pponense-Ca 1 amagros t、slongiseta-Ass. 
Subass. von Art酬 isiamonophylla 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 >O 11 12 l3 14 15 16 
I I I I I I Ky As As E E E E Ka Ka Ka 
35 -34 48 63 52 301 22 272 82 7 8 9 10 160 161 164 
1880 1880 1950 1840 2α）（） 2000 2020 1650 1600 2050 2080円001960 1440 1450 1455 
ESE E SSE E ESE ESE E NE E E E E NE S S S 
30 35 38 38 38 45 20 35 35 35 30 刊行 30 30 30 
36 36 16 24 16 32 10 240 100 80 80 24 副） 12 25 25 
100 100 95 100 90 100 1（刃 100 100 100 100 1（泊 100 50 100 90 
24 23 23 29 29 29 17 18 28 27 37 14 26 19 23 27 
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AuBerd酬 jeei＂＇閣 lin Aufn. Nr. 2o Rhododendron brachycarpum 1.2, Vacc,nium oval i fol iumつ ln 3 Euphras山川signisv. nummulari a・.2;in 4o Angelica edulis 1.2, Rodgersia podophyll 8・， AI nus咽旬umurae1.2; in 9, Epi lobium fauriei •, Polytrichum spec. • 2; in 10 Luzula 
pl U何回目 v.macrocarpa •, Oicranum scoparium •. 2; ln 11 Cop令is trl fol ia同 人2,Cornus canadensis •. 2 , Oicranum japonicum •. 2 , Sp。d'OP。宮ondepauperatus 1.2, Pl a判官F汁herospec.・； in 120 帥ol,niopslsJ•pon ica 2.3, in 14 Ar十emisiake'5kei •. 2 , Sedum lsh,dae・2,
Calamagrostis langsdorff i' 1.2，。n 15・Hyl。comiumsplendens 1.2; in 160 Po同門すi11 a matsumurae・2,Carex d。en, tz• i 2. 3, Saussurea sagi什a・.2;in 25・Aqui I eg i a buerger i ana・， ln 26・ Rhy十idi adel phus squarrosus・2,Plagiothecium spec・・.2, Bryum roseum・； in 290 
8rachyすh配 ium ref lexum 2.3; in 30 Ger汁iana japon,ca・.2

2 ・.2
2 ・.2
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I ide-Massiv, Ohba und Sugawara, H. 1965ー附onnai -dake ( 1, 2>, Kiすama十a-dake<3-6, 18-21), Ryoheino-ike !17>, Yosh iすar。－ike!22, 32, 39, 40), 
Eboshi-dake <23-25), Monnai-dake <33, 35), Onishi-dake <36・38)
I ide-Massiv, Kikuchi, T 1975ーすab.4. Polygonum bi sすorta-Hemer。challismiddendroffii v esculenta-comm.,(Aufnahmenzahl 8). (41) 
Mikunl-Gebirge, Ohba, T 1967-1973 - Naeba-yama (7》， Nakano-dake(10, 11, 31>, Asahi-dake im Aizu (12), Echig。k白咽ga-take<13>, Hiraga-take <26-30>. 
Asahi-Kette, Ohba, T. 1974 (8, 24, 25, 35). 
Nyuすsubur,-yama im Ak，十a-PrMf Ohba, T < 14-16) 
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Karte. 9. オニアザミーヒゲノガリヤス群集（1）とオクキタアザミートウゲプキlrY＇集（ 2）の分布

Die Verbr巴itungder Cirsium nipponense・Calamagrostislongiseta・Ass.(1) und der Saussurea 

riederi v. japonica-Ligularia hodgsonii・Ass.(2). 
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16 大場：日本の亜高山広葉草原 2 

13. オクキタアザミ ートウゲプキ群集 （表16)

Saussurea riederi v. japonica-Ligularia hodgsonii. Ass. 0 HBA (1967) 

東北地方の最高峰である鳥HIJ1l1(2, 230m）にはかなり多様な相観を示す広葉草原が広い

面積にわたって認められる。石塚他 (1972）は 主として優占種および常在種によって多く

の広葉草原の群落型を区分している。 これに著者の1965年に行った調査資料を加えて検討

すると鳥海山の広葉草原（一部イネ科の優占するものをも含む〉は見かけほど多くの群落

単位が存在するわけではなく，その大部分は一個の群集にまとめられる。 著者は自己の資

料をもとにして既に1967年 （学研 ：原色科学大事典3）に鳥海山の広葉草原をオクキタア

ザミ ートウゲフキ群集としてまとめたが今回再検討の結果， l尚問題の余地も残るが，同じ

見解を保持しておく 。標徴種としてはオクキタアザミとチョウカイアザミが挙げられる。

オクキタアザミートウゲブキ群集の生育地として著しいのは千蛇谷のカルデラ壁下部の

崖錐上と河原宿など南斜面の雪田周辺およびハイマツ， ミヤマハンノキ群落中の凹状地が

挙げられる。 これら各所を通して常在的な種類にはコガネギク，シラネニンジン，ハクサ

ンフウロ，イプキゼリなどがあり，禾本としてヒゲノガリヤスと共にタカネノガリヤスの

量の多い点がオニアザミヒ ゲノガ リヤス群集と異なっている。 オクキタアザミ トウゲプ

キ群集は主と して崖錐的環境と雪国的環境の2個の亜群集に区分できる。

イワノガリヤス亜群集・主として千蛇谷の崖錐上に見られるものでイワノガリヤス， ミ

ヤマセンキュウ，ウゴアザ ミ，オンタデ，コタヌキラン，モミジカラマツ，ミヤマメ シダ，

ベニバナイチゴなどを識別種とする。 石塚他 (1972〕のコタ ヌキラン群落，エゾノヨロイ

グサーオニシモツケ群落，オンタデ群落，モミジカラマツーオオノくショリマ群落， イワノガ

リヤス群落は何れもイワノガリヤス亜群集に含まれる。 ただ石塚他の表ではこの亜群集に

高い常在度を持つと考えられるウゴアザミが全く欠けているほかナラ林に結びついたエゾ

ノヨロイグサが出現する（エゾノヨロイグサーオニシモツケ群落〉点が著者の調査と異な

っている。 恐らくエゾノヨロイグサとあるものはミヤマシシウドであろう。千蛇谷の崖錐

上では角礁の堆積上に生ずるが風陰側に当ってかなり湿った状態にあり群落はかなり密で

丈も高い。 イワノガリヤス亜i午集は南斜面のミヤマハンノキ群落の林縁にも帯状に生じ，

アザミ坂附近にも見出される。 この亜群集は更に変群集に区分が可能であるが著者自身の

調査資料が充分でないので後考を期したL、。

ショウジョウスゲ亜群集 ：雪田周辺や小凹状地の雪田的環境にはショウジ ョウスゲ，コ

イワカガミ， ニッコ ウキスゲ，ネノくリノギラン，ウメパチソウなどを識別種とするショウ

ジョウスゲ亜群集がある。 石塚他のハクサンイチゲj洋：結それに多分 ミヤマキンパイ ーヒメ

スゲ群落の一部もこの亜群集に含まれるものと考えられる。結城（1963）の河原宿附近の調

査によるニッコウキスゲ群集もこの亜群集の典型的な植分を示すものである。 チョウカイ

アザミはこの亜群集に常在的であるが低標高の場所では欠ける。 この亜群集が景観上著し

いのは結城がニッコウキスゲ群集と呼んだようにニッコウキスゲの量の多い点である。し

かし雪田周辺をよく観察すると 雪国の縁を形成する急、斜面の上部ではニッコウキスゲが多

いが，融雪の遅れる斜面下部ではそれがほとんど欠格している。

イワ ノガリヤス亜群集のような崩落性の際地の立地は 本州中部山岳の雪崩草原の環境に

よく 一致している。 しかしこのような環境は東北地方てぜは鳥海山を除くと稀に存在するに

過ぎず，これに対応する群落もまた少なし、。 その稀な例として朝日山系の大型の雪蝕崩壊



(Chokai -san) Tab 16. Sa ussure• riederi v. japonica-L1gular10 hodgsoni t・Ass
a= Subass. von Calamagrostis langsdor千fii

b = Subass. von Carex blepharicarpa 

LfJ.-Nr.: 
• Feld-Nr. 

MeereshOhe Cml. 

Expos lす，OQ・
Neigung C’｝・ ’
Grlllle d. Probef I ~che Cm‘｝： 
Vegeすaす1。nsbedeckung（軍｝－
ArすenzahI’ 
Kennすaxad. Ass.: 
Saussurea riederi v. japonica 
Ci rs i um choka I ense 
0 Clrslum ug曲目e
Caca Ila hasすatav. chokalensls 
Trennすaxad. Subass. : 
c。niosel lnum f i llcinum 
Calamagrosすis langsdorf’Ii 
Rubus vernus 
Po I ygonum weyr i chi I 
A十hy「ium melanolepis 
Fi I ipendula kamtscha十ica 
p。lys令ichum microch lamys 
Trauすveすすeriajap。nlea 
Carex d。enitzii 
Saxifraga fusca v kikubuki 
Po I ygonum sacha I I nense 
Trenntaxa d. Subass.: 
Carex blepharicarpa 
Shorすia s。ldanell。Idesv. alplna 
H町 ierochallls mlddendorffii v esculenta 
Aletrls fol lata 
Parnass 1 a pa I us令rls
Gent 1 ana n 1ppon1 ca 

c。p’isすr1 fol Iolaサa
Orchls arlstata 
Anemone narcissiflora 
Kennすa×ad. I曲herenE i nhe i ten目
Geranium yes。ensev japonica 
Tit i ngia h。lopeすala 
Peucedanum mu Iす！viすすatum 
Pedicularis chamissonls v japonica 
Veratrw胃 l。ngebracすeaすum
Calamag「。sすis sacha II nens is 
Cola帽 grcsすis longise拘
Tripeすalei a bractea十8
Veratrum sすamineum 
Adenoohoraすri phy 11 a v. hakusanens is 
Sanguisorba alblflora 
Ligularla hodgs。nii 
Ranunculus acris v. nlpponicus 
Hyper i cum kamtschat 1 cum 
Arte<宵isia monophyl la 
Lastrea querpaertens Is 
Carex aphy I I opus 
Gent i ana tr I f I ora v montana 
Al nus maxlmowiczl i 
Ange I i ca pubescens v matsumu rae 
Pedicularls yesoensis 
Ca lamagrostis maすsumurae
Sal ix rein! i 
Gal lum kamすschaすicum v. acuすif。I!um 
Hi erac 1 um japon i cum 
Boykinia lye民十onifol la 
Li I ium w嶋deoloides
Arnica unalascensis 
Tl are I la polyphyl la 
Prunus n 1 ppon i ca 
Luzula rostrata 
Carex sacha Ii nens is v.千ulva
S十rep十opusamp lex! foll us v pap i 11 atus 
Pia十han十hera。prydioldesv すakedae
Glycerla alnas十ereすum
Acer ukrundense 
Sorbus matsumurae 
lxeris denすaすav k lmurana 
Beo e +er: 
So dago virga-aurea v. leiocarpa 
Ti Ii ng i a ajanens is 
Thal i cすrumaquilegi folium 
Malan竹1酬 umdi lat計 um
Heloniopsis orientalis 
Sasa kuri lens is 
Vi。labi flora 
Sedum ishldae 
Tripteryglum regel i 
Vaccinium ovalif。lium 
Fauria crista-gal Ii ssp. japonica 
Rhod。dendronb「achycarpum
Ga Ii um kam十schaすicum v kamすschaすIcum 
Plantago hakusanens Is 
Pl aすanすheratipuloides 
Viola verecunda v. f lbri llosa 
Sax I f「ago forすuneiv oncisolobata 
Phy I lodoce aleutica 
Angelica acuti l。bav. iwatensis 
Carex f I av。cuspis 
p。すen十i1 la maすsumurae
Carex pyrenaica v micropoda 
Luzula。1igan十ha
Oplopanax japonicus 
Veronica n i ppon i ca 
Carex hakk。densis 
Vaccinium v iすls-idaeav. minus 
Acer十schonoskii 
Anapha 11 sπ喝 rgariすacea v. angust I or 
Copすis trlfolia 
Pl aすanther• ophrγdioides v. uzenensis 
Tri enすaI ls eur。paea 
Moose: 

一一百F百chytheclumspec 1.2 . • . ・.2 . 1.2 I.｝・2 ． ． ． ・ ・ ． ． ・ ． ． ． 
Bryum roseum • . . . • . ・.2 .・・・ ・ ー ・・・－－ － － －－ 
Mnlum spec. ・・ ー －．．． ・ ・2 ・ ー ーー. . . . . 目 ． ー －
Au Ile rd酬 jeel n問 lIn Aufn. Nr. I. Ory。肘erisausすrlaca2.}; In 2: Ph司op旬 rlspolyp。dlo ides・； in }: Dip l。phylumalbicans I, Pohlia叩ec.I, Polyすrichumlo門間sumI, Aralia cordata I, Aruncus 
dlolcus v. kamtschaすlcus I, in 4: Ag「OSすIsboreal is I, in 5: Fragaria i inumae 11, In 9 Poly廿 ichum spec ・， in 12. Rhac酬 i什 lum an回開d。ntoides11, In I}. llex crenata v 同 Iudosa～ Lonicera 
coeru I ea v. emphy I l。calyx I, Euonymus macropすerus I; in 14: Arcterica nana II, Vaccinlum smal ii II, Geum penすapetaI um I I , Sorbus c四nmix十a I , Hydrangea pan I cu I aすa I, Menziesla multi flora 

v longicalyx I, Leuco十h。e gray•na v. grayana II, Gaulすheriaadenothrix 11, Pl aすnすheramandarinorum v. brachγcentr。n I, Selaginella selaginelloldes I; In 15・Cornuscanadens Is 111, 
Lycopodium日付計um川 ， llex sugeroki v. brevipeduncul 計 a I，附oliniopsis japonica 11 l，出計a rectifolla I; in 17: H。計amon令ana •. 2, in 20: Viola brevi s刊 pula旬・； in 22: Olcranum叩配・～
Vaccinium shlkokianum・；in 28: Primula nlpponica・.2.
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Chokai-san; Ohba, T und lshizuka, M. 1965 -CAufn. Nr I, 2, 6, 11, 16-28), 
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Karte. 10. ミヤマキタアザミー トウゲプキ群集（2）とガンジュアザミータカネノガリヤス群集（1）の分布

Die Verbreitung der Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinesis・Ass.(1) und der Saussurea 

franchetii-Ligularia hodgsonii-Ass. (2). 



Tab. 17 Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinensis-Ass 

a= Subass von Saussurea rieder1 v. yezoens1s 

b = Subass von Aster gl ehn、， v hondoensi s 
c = Subass von L1gularia hodgsonii 

Lfd -Nr. ・ 
Feld-Nr 

MeereshOhe (m). 
Expos i十loo:
Nelgung （－）今
GrOlle d Probe I I ~che ( m・）：
Vogeすa十lonsbedeckung(j) 
h。hed. Vegetatl。n(cm): 
Artenzoh I 
Kennすaxond. Ass : 
Cirslum ganjuense 

了renntaxad. Subass : 
Aruncus dloicus v. kamtschaticus 
Saussurea r i eder i v yez。ensis 
Ti I Jngia ajanensis 
Selaglnel la selaglnel loides 
Leon旬 podiumjaponicun 
Trenntaxa d. Subass. 
Asすe「 glehnii v. hondoensls 
Veron I castrum s i bi r i cum 
Ac。ni tum hakusanense 
Gal ium kamすschati cum v. kamすschatI cum 
Fi I ipendula kamすschati ca 
Trenntaxa d. Subass .. 
Ligularia hodgsonii 
Glaucidlum palmatum 
v i。la brevistipulaすa
Weigel la middendorffii 
Rubus vernus 
Lycop。dium selago 
Carex sacha Ii nens is v fu Iva 
Trautvetterla japonica 
Kenntaxa d. ha heron E i nhe iすen:
Ti I Jngla h。lopeすala 
Ca I amagrosすIs sachalinensis 
Sangulsorba albiflora 
Poucedanum multivittatum 
Veraすrumst am I neum 
Orchls aristaすa
Veratrum longebracteatum 
Trol I ius riederianus v. japonica 
Adenophora triphyl la v hakusanensis 
PI eurospermum camtschat i cum 
Tha I i ctr um aqu 1 I eg i fo I i um 
Pedlcularls yes。ensis 
c。nioselinumfilicinum 
Tripetalela brae十..すa
I xer Is dentata v. k i murana 
Pedicularis chami s印刷sv. japoo 1 ca 
Goran 1 um er 1 anthum 
Thal 1 cすrummi nus v sすlpol I a十um
Las十reaquerpaerすensis 
Angelica pubescens v. ma十sumurae
Platan令hera ophryd 1 o ides v. tokedao 
Pl aすnaすherachorisiana 
Picris hlerac l。idesv. olpina 
Hyper 1 cum kam十schaすicum 
Seepすrldium mu lすi千idum
Saussurea brachycepha I a 
Hi erac 1 um japon ocum 
Luzu I a rostraすa
Nepeta subsess i I is 
Ga I 1 um kamtschoすlcumv. acuすJfol ium 
Goran J um yes。ensev n i ppon i cum 
Be<l .すer:
Tha i c十rumf; I amentosum v.すenerum • .2 ・ 1.2 1 2 J.2 ・ e ・・・
v i。la b i千lora . J目2 J.2 ・.2 ・2 ・.2 1 2 ・2 ・.2 ・2 1 2 
Carex blepharicarpa 2 3 2.3 2.2 2.3 I 2 2.3 3.3 2.3 3.3 2.3 2.3 
Mai anすhemumdi I aすatum • . ・・ 2 J.2 ・2 ・ ・.2
Helonlopsis orionすaI is ・.2 ・.2 ・・・ー ・ ． 
Shorす；asoldanel loides v. alpina • • 2 ・.2 ・．．・．・.2 . . 
H。sすam。nすana • .2 ・ .3 3 2 2 3.3 . . 1 .2 . 
5。lldago virga-aurea v. le i。carpa • .・．・．・ 2 . 

Po I ygonum naka i i .・．・．・.2 .・.2 .・ ．
Aletris foll a令a ． ． ・・ 2 ・.2 ・・．－
Swer十ia cusp i data .・．・.2 .・．．・ J.2 1.2 
Parnassi a pa I usすris ・2 . . . . . . . . 
Spiraea beすuIi fol ia . • . . . 

Menziesia multi flora v. longicalyx J .2 ・．・．． ．－ －
Ped lcularis ap。dochyI a • . ・ ． ． ． ・目2 ． ・ ． 
Tof ieldia okubo• ・ a ・ － －－
Ane何>0nedebilis . ・．． ． ． ．
Calamagr。s十is nana • .2 . • . • .・.2 1.2 
PI otnothera mandar i no rum v. max I mo• I cz I ono .・.2 . . . .・ ．
Cacal la has十atav. orionすaI ls . . . . . . . . 
v l。la selkirkii . . . . . 

Me I i ca nutans ． ． ．．・.2 ・・ ・ー － 
Bupleurum japonicum • . . •・－－－ －
Polyg。numsacha I i nense • . . . . . . 
An0<聞 nonarcissiflora • . .・. • . ・ ．
Rh。dodendroncamtscha十icum . . . ・－－－－
Pheg。pすeris p。lγpodioides . . . . . . • . 
Moose. 

一一官rachyすhocI um叩虻． ・2 ・.2 ・ φ φ ・.2 ・ ． ・ ． ・.2 ・.2 ・2 ・・2 ． ・・.2 ・
Bryum r。seum . . . . . ・．．．．．．． ． ．
Dlcronum spec. ・ ・ ・・・・・ ー － － －－－－ 
Hepa十ici spec • . . • . .・.2 . ・．．．．
Mnlum spec. . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・．．．
AuBerd酬 jeei n同 Iin Aufn. Nr. I. Marsupel laceae spec. • . 2 , Gaul十heriaadeno十hrlx・， Coptis十rifol i a・， Geum阿川apeすalum •. 2, Sal ix reini i～i n 6: CalamagrosすIs • . 2 ; in 8: Anaphalis alpicolo •.2 , 
Carex doen I tz ii I. 3, Sedum i sh i dae・， in 9. lxeris dentata v. alpicol a・2;in 10・Lloydia seroすina・， in 18 Angelica eduli s・；in 20: Saxifraga fusca v. klkubukl •, In 23・Hypnumspec.・， in 24. 
Carex 計 enanすha～Carexoxyandra ., Voccinlum oval lfol ium・2,Carex flavocuspls •. 2 , in 26: Anaphalis margarl旬ceav angust I or・； Jn29・Ci酬計is ochotens is •. 
Fundorte und Autor: Hayachine-san, Ohba, T. und I lzuka, M. 1965 (Aufn. Nr. 1-22), lwaすe-san,Ohba, T. und lshizuko, M. 1965 (Aufn Nr 23-29). 

c 
23 24 25 26 27 28 29 
lw lw lw lw lw lw lw 
66 67 68 62 63 64 65 
1840 1840 1860 1820 1820 1820 1820 
ENE E NE ENE E E E 
20 20 12 35 35 30 38 
48 40 40 160 50 64 64 
100 98 100 100 100 100 100 
50 40 40 50 80 80 60 
29 35 30 30 27 20 19 

b 
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
Hay Hay Hoy Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay 
66 58 日） 51 54 55 56 57 52 53 59 
1680 1480 1480 1日JD1400 1400 1400 1450 1440 1420 1500 
SE SE SE E SE SE SE SE ESE SE SSE 
38 30 35 35 30 30 38 30 35 35 35 
8 25 16 32 24 50 32 50 32 16 25 
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
60 70 50 50 50 70 田知 45 50 65 
29 25 26 32 21 29 34 24 30 29 21 

a 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hay Hoy Hay Hay 
48 49 70 64 60 61 7 6 3 65 27 
1日均四刃 16201680 1500 1500 1810 1800 1880 1500 1790 
E SSE SE SE SSE SSE SSW SW W SSE SSW 
35 38 30 38 35 3ラ 35 38 38 40 38 
25 1 5 18 24 25 40 20 12 32 16 1 5 
100 100 100 100 1（泊 100 100 100 100 100 100 
40 40 30 70 70 40 40 40 40 40 40 
36 28 19 33 25 28 24 28 31 24 24 

• 2 1 3 2.2 2.2 
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18 大場 ：日本の亜高山広葉草原 2 

斜面の一部に見られたウゴアザミーミヤマシシウド群：絡を挙げることができる〈大場1975）。

この群落はチョワカイアザ ミやオクキタアザミを欠くものの 全般の組成はイワノガリヤス

亜群集によく一致する。 このような断片的な類似群：終は月山でも見たし東北地方の山岳に

は点々と存在するものと考えられる。

14. ガンジュアザミ ータカネノガリヤス群集 （表17)

Cirsium ganjuense-Calamagrostis sachalinensis-Ass. ass. nov. 

北上山地の早池峯山は超塩基性岩てぜ構成され固有種に豊んだ特異なフ ロラが報告されて

L、る。 これらの特殊な植物が集中して生ずるのは山の西側斜面で，ここではハイマツ， マ

ルパシモツケ等の低木群落が発達するが，低木群落の間隙に散在する機地に超境基性岩地

のフロラが集中している。 この超i:!.'K基性岩の露呈する西側斜面の上音13に東向きの浅い沢状

斜面があり，ここに本州中部山岳の雪崩草原に相観，組成ともに近似した広葉草原が存在

する。ここは山の西面にありながら張り出した小尾根の陰になって日射量が少なく， 冬に

は雪が吹きたまるとみえて遅くまで残雪があり全般に湿った環境となっている。 ここの植

被は隣接の斜面が疎生的植生であるのに対し植被率100%で群落高も40～70cmに達し早池

峯山西斜面の乾燥的環境にあって特異な様相を示している。 この広葉草原に常在的な種類

はタカネ ノガリヤス，コパイケイソウ，ハクサンボウ フウ，タカネトウウチソウ，シナノ

キンパイ，ハクサンシャジン，オオカサモチ等で群落の下層はショウジョウスゲとキバナ

ノコマノツメが多し、。 この組成は木ナ卜｜の日本海側の多雪山士山のE高山帯の広葉草原と一致

する。 この広葉草原中には早池峯山の超塩基性岩地に固有の植物はほとんど全く見出され

ない。 この原因は広葉草原が水湿に恵まれて群落の現存量が多く土壌の発達熟成が速かで

かなり厚い土壌が形成されているためと考えられる。 この土壌層のために広葉草原の植物

はその根が超ijii[基性岩に直按達せずその影響を受けることが少ないためと考えられる。 こ

れと同様の状態は後述するように夕張岳の超塩基性岩地にも見られる。 しかし超塩基性岩

地の広葉草原が常に種類組成上の特徴を欠くわけではな く，土壌発達の不良な崩壊地周辺

や雪国周辺の一部の広葉草原では 前に述べたユキクラ トウウチ ソウー オオヒゲガリヤス群

集の如く特有の種類を含むこともある。

早池峯山のこの広葉草原には北海道の亜高山広葉草原に普通的なチシマフウロやナガノ《

キタアザミが生ずるのが 本州山地の広葉草原としては特異であるが，その他の特徴ある植

物としてはガン ジュアザ ミがあるにすぎない。 ガンジュアザミは岩手山の山頂附近の小規

模な沢状雪崩斜面や風衝を強く受ける緩斜面の ミネヤナギ低木群落＂ Iコに散在する広葉草原

にも生じている。 この岩手山の広東草原は早池峯山の広葉草原に多いシナノキンパイ ，シ

ョウジョウスゲ，ハクサンシャジン，ミヤマセンキュウなどを欠くが全体としては両地の

広葉草原の組成には大差が無くガンジュアザミを標徴種としてガンジュアザミータカネノ

ガリヤス群集にまとめることができ ょう。 他の広葉草原、と異る点としてはオヤマソパ，

ヤマアケボノソ ウ，オオパギボウシがかなり高し、頻度で出現することが更に挙げられる。

宕手山のガンジュアザミタカネノガリヤス併集は 早池峯｜｜｜にくらべて面積が狭く， 発達が

不良で種館組成も貧弱であるが， 早池峯山ではその領域が広く2個の亜群集が区分できる。

岩手山のものはその何れの亜群集とも異なるので第三の亜併集とするのが妥当と考える。

ナガパキタアザミ亜群集 早池峯山の山頂に近い1700～lBOOm附近の雪国状凹斜面に主

として見られヤマブキショウマ，ナガパ キタアザ ミ，シラネニンジン，ネノfリノギランな
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Menziesia mu l十iflo「a v. longical y× 
Acer↑schonosk i i 

Vacc•n•um smal'' 
Mol iniopsis japo門ica 

Ligularia den十a十a
Ca「exs i deres十ic十a

Leu co十h。egrayana v. glaucina 
T「ien十aI is europaea 
Agros↑is flaccida 
Empetrum n i grυm v. japonicum 
Le。nすopodiumjaponicum 
Ga 1 'um nakδ，l 
Hydrangea pan i cu I aすa

Moose u. Flech十en'
Thu1dium spec. 

Cl adon•a rangifer1na 
Rhacom i十rium lanuginosum 

Ce十rar•a 1slandica v. orien十a1 is 
Pogona十umspec 

o.cranum majus 
Pe l十igera spec 
Br achy十heci um spec. 
Cladon ia sper 

Parme I i a spec 
Rh a corr l一triumcanescens 
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どで識別され，全体に湿潤環境を好む種類が多L、。 亜群集の生ずる立地は東北地方の日本

海岸の山地ならば当然，イ ワイチョウなどを主とした 雪田植生の発達する地形で， 実際に

この地形中の特に遅くまで雪の残る凹状部にはチングルマ，アオノツガザクラなどが生じ

ている。このような雪国的環境に広葉草原が成立するのは早池峯山が寡雪地域にあるため

であろう。 早池峯には典形的な裏日本型雪田植生は存在しない。

ゴマナ変群集，海抜1400mから1600m附近までの比較的低所に生じゴマナ，クガイソウ，

オニシモツケなどのブナ帯の高茎草木の混在が目立つ。 またこのゴマナ亜群集中にはハク

サントリガブトと思われるトリカブトが多く生ずるがハクサントリカブトはこれまで早池

峯山からは未記録のものである。

トウゲブキ亜群集 ・岩手山のものをマルバシモツケ亜群集とする。識別種としてはトウ

ゲブキ，オオパキスミレ，シラネアオイ，マルパシモツケ，ウ メパチソウが挙げられるに

過きなし、。 全般に乾燥した環境で早池峯山のシナ ノキンパイ亜群集に較べて組成が貧弱で

ある。 亜群集の生育場所は主として古期火口壁の内側の雪崩を集める沢ぞい急斜面と，新

期噴出物におおわれた緩斜面の沢ぞいや小凹地である。 岩手山の比較的高所に限られて分

布し裏岩手の山地には見出されない。

15. ミヤマキタアザ ミートウゲブキ群集 （表18)

Saussuna franchetii-Ligularia hodgs mii-Ass. ass. nov. 

飯豊山系の頂稜には急斜面で強L、風衝を受ける西面に高山風街草原のー形てvあるミヤマ

ウスユキソウ群集〈犬場 1967, 011BA 1974〕が生じ，それからやや平坦な尾根上に向って

丈の低い広葉草原ついでチシマザサ又はクマイザサ#Jiのササ原としづ植生配列が見られる

（図2〕。本州中部山岳では風衝草原は通常海抜2900m以上に限られるので，それが広葉草

原と接するような例は見られなL、。 飯豊山系と同憾な植生配分が後述するように礼文島の

西海岸にも見出されるのは興味深し、。 強L、西風と多雪 （飯豊山系〉 或は夏の霧による気温

低下（礼文島〕のために風衝草原（カラフトイワスゲー ヒゲハリスゲ群綱〉が亜高山常に局

地的に下降しているために生ずる現象であろう。飯豊山系のこの風街地広葉草原は 主とし

てハクサンイチゲ，タカネマツムシソウとアシボソスゲが多 くオオイタドリ，シラネニン

ジン，ネノミリノギラン，ニッコウキスゲなどが常在する独特の組成を持っている。 これと

近似の群搭は 飯豊山系に隣接する朝日山系にもあり， ミヤマキタアザミートウゲブキ群集

として記録されている（大場1975）。この双方の風衝広葉草原はその立地条件と共に初夏の

ハクサンイチゲ（イチリンハグサンイチゲと呼ばれる多毛型〉の白花，晩夏におけるタカ

ネマツムシソウの紫花による季観と極めて類似した様相を持っている。 飯豊山系では襟徴

種のミヤマキタアザミが朝日山系におけるほど恒存的ではないしミヤマウスユキソウ，オ

オイタドリが多いなどの差はあるが別個の群集とするだけの相異はないと考え飯豊山系の

風衝型広葉草原を朝日山系で記載されたミヤマキタアザミ ート ウゲプキ群集に含めること

とする。 襟徴種のミヤマキタアザミの分布は更に吾妻山系，月山にも及ぶので群集の領域

はこの両地域にまで拡がっているものと推測される。

ミヤマキタアザミートウゲプキ群集は組成上タカネコウリンカーイワオウギ上群集に近く

タカネナデシコ，タカネマツムシソウ，クモマシパスゲなどの共通する特徴的な種類もあり

その東北地方の低山岳で内容の貧化したものとも考えられる。従ってミヤマキタアザミート

ウゲブキ群集をタカネコウリンカ ーイワオウギ上群集に含めて考えることも可能である。

19 
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WIND令

Abb. 2. 稜線附近の風衝環境におけるミヤマキタアザミ トウゲプキ群集を中心とする植生配分模式。

（飯豊山系および朝日山系〕 1＝ミヤマウスユキソウ群集，2＝ミヤマキタアザミ トウゲプキ群集，

3＝チシマザサまたはオオパザサ群落。

Schematische Darstellung der Staudenfluren auf windgestojSener Grat-Kante im Iide Massiv 

und Asahi Kette. 1 =Leontopodietum fauriei, 2 =Saussurea franchetii-Ligularia hodgsonii 

Ass., 3 =Sasa kurilensis-oder Sasa megaloJうhylla-Gesellschaft. 

恐らく氷期には飯豊，朝日両山系でも中部山岳と同等の種類に豊んだ広葉草原が西斜面の

崩壊性でしかも3郎、風衝を受ける立地に発達していたものと推測される。
トウゲブキ亜群集：朝日山系の花｜羽岩上に見られるものは土嬢被が飯豊山系にくらべて

薄く全般に乾燥気味である。 この植分はトウゲブキ，ムツノガリヤスなど を識別種として

トウゲプキ亜群集として区分される。尚大場 （1975〕を参照。

オオ イタ ドリ亜群集 ．飯盛山系においてはミヤマキタアザ ミートウゲプキ群集は朝日山

系より も海抜高200～300m以上高所に生じ， 変成岩の基岩上に主として生ずる点が異なっ

ており， トウゲブキを欠きオオイタドリ，キノ王ナノコマノツメ，コイワカガミなどが常在

的な点が異なる。これを仮にオオイタドリ亜群集としておく 。 これら群集の下位区分につ

いては月山， 吾妻山などの近似の鮮落の調査をまって：再検討の要がある。

16. タカネへビノネゴザ上群集 （表19〕

Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass.-Gruppe OttBA 1975 

日本海岸の多雪山地で亜高山帯の針葉樹林を欠くような山地では，しばしば山の西南面

の風当りの3郎 、尾根部や風の吹きこす鞍部にタカネヘビノネゴザを特徴的に生ずる一種の

広葉草原があちこちに見られる。 この群落はブナ帯上部あるいは亜高山帯に相当するゾー

ンの下部に発達し，高山帯の風衝草原と同等の地形的位置を占めている。 この群落は一般

にミネヤナギ， ミヤマハン ノキなどの伏臥した低木群落中にあってその聞の凸状部を占め

ていることが多く ，それら低木群落と共に蘇苔地衣を多く生ずるのが普通である。 全体に

乾燥した環境といえるが綴による結露水は この群落の成立の重要な要因になっているもの

と考えられ，湿った強風はこの群落にかなり多量の捕捉水を もたらすものと考えられる。

そのためかかなり厚い土壌の発達をともなう ことが多い。 一方晴天時には乾燥が著しい。
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Tab. 19 Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass Gruppe 

a= Calamagrostis lonqiseta-Athyrium yokoscense v. alpicola-Ass 

b = Calamagrostis sachalinensis-Athyrium yokoscense v alpicola-Ass 

l = Subass. von Ligularia hodgsonii 

2 = Typi sche Su bass 
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22 大場：日本の亜高山広葉草原 2 

そのような乾燥状態に耐えうるヒメスゲ，コケモモが高い常在度を保っている。 このほか

タカネノガリヤス，ヒゲノガリヤスなどのノガリヤス類が共存するのが普通である。 この

群落については既に上越国境山地でヒゲノガリヤスータカネヘビノネコザ群集 （大場1973〕，

朝日山系でタカネノガリヤスタカネヘビノネゴザ群集（大場1975）が記録され，それらは

タカネヘビノネコeザ上群集（大場1975）にまとめられている。ここには鳥海山八丁坂附近の

風衝斜面のタカネノガリヤス ータカネヘビノネゴザ群集 に属する調査例を加えて表示して

おく 。尚奥田他（1970）が岩木山で記録しているムツノガリヤス群落はタカネヘビノネゴ

ザ上群集に近い組成をもっている， 東北地方北部にはムツノガリヤスによって識別される

第三の群集が存在するものと推測される。

17. ナガハキタアザミ ーリシリスゲ群集 （表20,21. :22, 23, 24) 

Saussur2a riederi v. yezoensis-Geranium erianthum-Ass. 0HBA (1967) 

北海道の亜高山帯の広葉草原は尚充分な資料を得ていないが，その大部分のものはナガ

バキタアザミーリシリスゲ群集（大場 1967〕にまとめられると考えられる。北海道の山岳

では亜高山帯の環境分化が本州中部山岳などにくらべて充分でなく，広葉草原の生じ得る

雪崩糾面も規模が小さく，どのμ｜でも広葉草原の占める面積は狭い。 著者が夕張岳，日高

山系北部，大雪山群などで得た広葉草原はチシマフウロ，リシリトウウチソウ，ハクサン

ボウフウ， リシリスゲ，ナガパキタアザミなどが高い常在度を持っており 本州の亜高山広

葉草原とは色彩的に異った印象を与える。 本州中部山岳のものに比較して全般に花が淡色

に傾いている感がある。 このうちリシリトウウチソウとチシマフヴロはアラスカ太平洋岸

の多雪山地の広葉草原にも高い常在度を持って出現する点は興味深L、。 ナガバキタアザミ

のほかこの群集の標徴種としてはエゾミヤマソモソモ，エゾノサワアザミ ，リシリスゲ，

エソホソパトリカフト，タイセットリカブトなどが数えられる。 H下集の最も典型的な立地

は大雪山の黒岳北東斜面に見られるような急な雪崩斜面，特に沢ぞいの急斜面や崖主It上，

また 日高山系のようにカール壁の急斜面などがあげられる。 また大雪山や夕張岳のように

山頂部の平坦乃至緩斜面の凹状部に雪田的環境に接して見られることもある。 この雪田的

環境のものはイワイチョウ，アオノツガザクラ等の木来の雪田植物群落と混同，混合して

扱われている場合もある（TOIIYAMA1972）。 ナガバキタアザミ リシリスゲ群集の下位区

分は尚資料不充分のため仮の区分を示すことができるに過ぎない。 おおむね下記の4亜群

集が認められよう。

シブツアサツキ亜群集 （表20）：ナガパキタアザミ トウゲブキ群集としては特異なもの

で夕張岳の頂陵部の平坦で湿った所に見られる。 夕張岳は大部分が超i；恒基性岩i也で構成さ

れ特異な植物や植物群：治ーが多L、。 ここの海抜1500m附近は平坦な台地状でここは主として

ハイマツにおおわれるがその聞に雪蝕による凹所がありタカネクロスゲ，イワイチョウ，

ショウジョウスゲなどの湿った雪田底型の泥炭形成植生が見られる。 その周辺のかなり多

湿で泥炭状の土壌の厚い部分にはシブツアサツキ，ヒロハコメススキ， トモエシオガマ，

ナガハキタアザミ， リシリト ウウチソウ，シラネニンジン，ショウジョウスゲの常在度の

高い広葉草原が見られる。 特に湿った流水路縁などではイワイチョウが高い密度で群落の

下層に生ずるなど湿原的様相が顕著である。 しかし全体の組成からは雪田植生よりは広葉

草原に属するものと考えられる。群落の組成はかなり貧化していてナガバキタアザミーリシ



Saussurea riederi v. yezoensis Carex scita v. riishirensis-Ass. ( Hidaka-C,ebirge ) 

a = Typi sche Subass 

b = Subass von C,eum pentapetalum 
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Muse i spec 
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Hidaka-Geb,rge (Hokkaido), Ohba, T, Murase, N., Ao十o,K. und lshizuka, M. 1964, 
Tottabeすsu-dakeund Po「oshiri dake 11-201. 
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Karte 11.調査地域（北海道〉， l＝礼文島，2＝利尻島，3＝大雪山群， 4夕張岳，5＝日高山系。

Die Lage der unterg巴suchteBerge und Gebirge. 1 =Rebun-Insel, 2 =Rishiri-lnsel, 3 = 

Taisetsu (Daisetsu)-Massiv, 4 = Yubari-dake, 5 =Hidaka-Gebirge. 
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Tab 20 Saussurea r、ederi v. yezoensis-Carex scita v. riish1rens1s-Ass. 

Lid -Nr. 
Feld-Nr. 

Su bass von All ium schoenoprasum v. shi butsuense 
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Ar十enzahI. 
Kenn十axond. Ass 
Saussurea r i eder i v. yezoens is 
Trenn十axad. Subass. 
Al 1,um sch。enoprasumv sh' butsuense 
Deschampsia caespl十osav. fesすucaefoI ia 
Fau「iacri sすa-galIi ssp. japonica 
T「enn十axad. Var. 
Po I ygonum bi stor十a

Fi I ipendula mu l十ijuga v. yezoensis 
Ke門n十axad. hoheren E i nhe i十en
Pedicularis yezoe門Sis 
Sangu i sorba s十ipu I a十av riishirensis 
Ligularia hodgscnii 

Ranuncu I us acr is v. n i ppon' cus 
Peucedanum mu l十lv l十十aすum
Geranium er i an十hum
Orchis aris十aすa

Carex sc l十av.「＇ish,ren5's
Anすhoxan十humodoratum v. furum i i 

Arni ca una I ascens '5 
Hyper i cum kamすscha十Icum 

Ca I amagrosT is sacha I i nens is 

竺記豆主己
Ti I ingia ajanensis 
Ca 「exblepharicarpa 
Gen十lana十r!flora v. mon十ana

Viola langsdorffi' 
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Fes十ucaovina v. 
Meese 

Brachy十heclumspec. 
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AuBerde• je elnmal in Aυ千円 Nr. 2: Cece× 千lave cusp is " Swer十la cusp i da十a .. 2. 
in 6: Viola b「evis十lpu I a十a ＋ 

.. 2 .. 2 .. 2 1 2 . φ2  

Fu門dor十 undAu十。「：
Yubari-dake IHokkaidol, Ohba, T U門d Sa十o,F. 1964 I 1-71。

リスゲ群集の他の亜群集とは相異が大きいが面積的ひろがりも狭く特に標徴種として挙け、

られるものもないので独立の群集とは認め難L、。 湿潤な超塩基性岩上の広葉草原としては

白馬岳のネプカ平附近のものが挙げられるがそこでも Alliumが多く 出現するのは興味深

L、。

タカネノガリヤス亜群集（表21）：夕張岳のシブツアサツキ亜群集の周辺で雪田を成す雪

蝕凹地の急斜面部や，ハイ マツj作落中に分在する小凹地で 融雪の早い雪田状の部分にはか

なり種類の多い広葉草原がある。 ここはタカネノガリヤス，シナノキンハイ ，ミヤマキン

ポウゲ，ナガパキタアザミ，チシマ フウロの量が多く，地表の革本第二層にショウ ジョ ウ

スゲが多L、。 群落の立地は東北地方などの雪国周辺型の広葉草原に対比されるものであろ

う。 群落は黒褐色粘質の土壌を形成し基岩の超i荒基成岩と群落の綬群とは一応隔離されて

おり群落中には夕張岳の超境基性岩上に特産する固有種や特異分布穫はほとんど全く見出

されなL、。 タカネ ノガリヤス亜群集は夕張岳山頂部など各所に露出する輝緑岩上にも分布

し両者の聞には組成上の差はほとんど認められなL、。輝緑岩上では小規模な谷頭部の雪崩

斜面にも生じている。

典型E群集（表22,23）：日高山系北部の戸蔦別岳，幌尻岳周辺の氷蝕カールの急斜面．や

大雪山黒岳附近の崖錐状斜面に生ずる雪崩草原を一括して典型亜群集とする。大雪山では

一部雪田周辺環境にも及んでいる。これら各地に共通して常在度の高いのはチシマフウロ，

リシリトウウチソウ， リシリスゲ，ハクサンボウフウ，ナガノ〈キタアザミ等である。 この

雪崩斜面は比較的遅くまで残雪が残るためかかなり湿潤でミヤマイ，イトキンスゲのよう

な好湿潤地性の種類が多いのが目立つ。 ToHYAMA (1972）のミヤマイハクサンボウ フウ



(Taisetsu-Massiv) Saussurea riederi v. yezoensis-Carex scita v. riishirensis Ass 

a = Typische Subass 

b = Su bass. von Ge urn pen tapeta l um 
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Au日erdemje einmal in Aufn. Nr. 2' Angelica acu十lloba v. iwa十ensis', in 3，問acropodi um p十erospermum • . 2; in 4' Lago十ls s十eII er i v. yesoens i s • ; in 7 F「l十l1 laria cam十scha十censis 
• . 2 ; in 11 Anapahl ls marga「l十aceav. angusすJor 1.2; Jn 13, Angellca edulls ., CJmJclfuga sJmplex • ; Jn 14・Saxifraga fusca • . 2 ; '" 16' LycopcdJum s i十chensev. n J koense • ; 
Jn 19, Gau I十heriamJquel Jana., TofJeldJa okuboJ • ; Jn 20, Ar十emJsJaarc↑l ca., Jn 21' Carex hakkodensis 1.2, i内 22・Shor十la soldanel loJdes v. alpJna 1 1, Ledum pal us十「ls 
v diversipJ losum • ; Jn z3, Phy I lodore coerulea 3.3, Rhacom l十「lu• canescens v. erJcoJdes • . 2 , CladonJa m l十1s 1 2, C.ladonJa oracJsl Ja v. elo門ga十δ.2, 
Deschamps J sa a十ropurpureav pa「amush,rensJs• 2, in 24 Clado"'a rangiter,na • 5,, ,, 25 Call ,ergonella sch「ebe「J • 2, Anemone yezoens J s 1.3, Sphagnum b' s十or十a 1.2 
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NeJgung 1-1 勺

GroBe d. Probeflilche Im』）

Vegeすa十Jorsbereckung I事）
Ar十enzahl
百石市axa-寸:-A5s
Saussu「ea 「lede「lv yezoens is 
Peaγezoa Ip J na 
Aeon i十umyamazak'' 
CJrsJum pee十inellum v. alpJnum 
Trenn↑a>a d. Su bass. 
Gen十Jananippo門ica 

Geum pen十ape十aI um 
Deschamp5' a f I exuosa 

Cop十15十ri foli a 
Phγl lodoce a leu十Jca
ドenntaxad. hoheren E J nhe i十en
Peuceaanum mu I十Jvi十十a十um

T「clI 1us r'ede「1anus

Renunculus acris v "'PPO門lcus 
Sangu J sorba s十ipu I a十av rJishirensis 

Gera"' um er Jan十hum
Carex sc i十av r1 '5hJrens'5 

HyperJcum kam↑scha十icum 
Rumex mon十anus

Vera十rumoxysepa I um 

ConJosel inum fll JcJnum 
Pleurrspermum cam十scha十icum 
GlycerJa a lnas十ere十um
TJ I ingJa holopetala 

Tha I J C十「umaquJ legi千olium 
Loni cera cham J sso J 

Sa I " rein i i 
PedJcularJs cham,sso"'s v Japn,,ca 
Ph I eum a Ip Jn um 
Aeon i tum g J gas 
OrchJs ari s十a十a

CalanagrosナJs sacha I J nens J s 

Li I '"m medeolo,des 
A門geI J ca pubescens v ma十sumurae

Heme roe ha I I J s mi ddendo「ffll 
VJola al I iariaefol Ja 
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坐正出止主L
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A「門＇ cau門aI ascens is 
Po十en十iIla ma十sunurae

Deschamps J a cδesp i十osav. fes十ucaefoI i a 
Rhorodendro門 aureum
Veren i ca s十eI lerJ v locgJs十yla 

Ca l十hapa I us十rJs v. bar十hei
Sasa ku"lens'5 
Vacc,,ium v i十Js-Jdaeav mJnus 
VJola bJflora 
Luzula spec. 

Gram '"eae spec 
PrJmula cuneJfolla 

Ag「OS↑Jsbo「eaI J s 
A「abis se「「a十a v. g I aυca 
Mease u. Flech十eno
Brachγ十hecJumreflexum 
Ce十raria '5land,ca v. o「len十aI '5 
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Po I yす「lchum spec 
CladonJa spec 
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Ta I Se十su(Oa<Se十su-)-Mas5'v, 

Kurodake (1, 2, 11ー15, 171, Hakuundake 13, 5-7, 231, GoshikJgaha「a 14, 211, Chubetsudake 19-11, 24, 25), Okuiworlake (161, Nagayamadake 1181, 
Takanegahara (191, Hisagonumn (201, Koganegahara 1221 Aufn. von T. Ohba 

I, 2, 4, 13, 16, 2C und 22 sJnd das Junco Peuceda内e十umTohyana l門 l↑一o,K., Tohyama, M., Sa↑o, M. und Tsujli, T 119731 
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Exposition. 
Neogung （ー） ・ ゥ

GroBe d. Probef(ache (m-) 

Vege↑aす1onsbedeckung (i), 

Ar十enzah(
Kenn十axad Ass .• 
Saussurea riederi v yezoens1s 
Poa yezoe Ip i na 
Aeon i tum yuparense 
Taraxacum yupare門se
Trennすa×ad. Subass.・
Ca I amagros十1s sacha I i nens is 

Luzula「OS十「a↑a
Anapha Ii s margar i十aceav. angusすior
Picris hierac，。，desv. alpina 
Las十reaquerpaer十ensis 
Kenn十axed. hcheren Einhe l十en・

Trcllius 「iederianus v. japo門icus
Ra門unculusacris v. nipponicus 
Garan i um er i an十hum

Hypericum kam十scha十icum
Arni ca una I ascens is 
Peucedanum mu It iv i十十a十um

Orchis ari S十aすa
Polygonum bi s十or十a

Sangu i sorba s十ipuI a十a v. ri oshirensis 

Rumex mon十anus
Pedicularis resupina十av caesp l十osa

Care× SC l十a v r" sh o rens is 
PI eurospe「mumcamrscha十lcum 
Vera十rum longebrac十ea十um

Ligularia hodgsoni 1 
Pl a十an十heraohrydioides v takedae 

Salixreinii 
Hedysarum vicioides 
Gen↑i ana十rif lora v mon十ana
Pedicularis chamissonis v. japonica 

Bcykinia lycoc十onifolia
Ve「a十rumo>ysepa I um 

Hemerochal I is middendo「fIii 
Vera十rums十amineum

Al nus maximowiczi i 
Pl a十anすherachor is i ana 

Micros十ylis monophyl los 
Ped i cu I ari s yezoens is 

Tha Ii c十rumaqu i I eg i to Ii um 
Glaucidium palma十um
Hi e「aciumjaponicum 

He「acI eum du Ice 
Thal i c十rumminus v s十ipel la十um

Alchemi I la japonica 
Adenophora persciaefol ia 

生記ど主三
Carex b I ephar o ca rap 

Helonoopsis orienすaI is 
Vaccinium ovali千olium v. coriaceum 
Anemone narc1ssoflora 

Erigero門十hunbergii v glab「a十us
Viola brevi s十ipu I a十a

Ti I ingia ajanensis 
Parnass i a pa I us十ris 
Sol idago v i「ga-aureav. leiora「pa
Veronica sすelleriana v. longistyla 

Genすiananipponica • 
A「十emisiaa「C十ica 
Viola bi flora 
Be十ula ermanii 

Co「Soum spec. 
しuzulaol igan十ha
Aegcpod i um a I pes十re

Carex hakkodens is 
Saxifraga fusca 

Gau l十heriaadenothrix 
Tofieldia okuboi 

問。ose

－一百rachy十heciumspec. l.2 • 2 l.2 1.2 l.3 • l.3 • 3 I 2 •. 2 •. 2 
Ca 11 oergonel la schreber l ・ eφ.2 • • ). 2 . ). 3 

Pogona十umspec. ・・・ ー ー ー ＞.2 .. 2 

Au日erdemje einaml in Aufn. Nr. 2' Geum cal f一haefolium v. nipponicum., in 4, Pyrola alpina ., in 5, 
Hepa十icae>.2, Thuidium spec ., in 6' Leuco十hoegrayana v grayana ., in 7, Selaginel la helve十ica 
• 2, on 9・Macrop。dium p↑erospermum., Sorbus sambucifol i aφ2, Bupleurum nipponocum >; on 10. 
Polygonum viviparum., Vaccinoum voす，s-idaeav. minus ., Lycopodium sitchense v. nikoense I 2, 
Prune I I a vu I gar is v. I i I ac i na ., in 11 Po十en十i11 a matsumuraeる .2,Phy I lodoce nlpponica v oblongo-

ovaすa., Dicranum spec.～Bryum roseumφ.2 

Tab. 21 

Lfd -Nr .. 
Feld N「．・

5 6 7 8 9 10 11 
Yu Yu Yu Yu Yu Yu Yu 

13 16 14 12 61 20 11 
SE SSE SE ESE SSE SE ESE 
30 20 40 38 28 36 35 
36 36 30 24 36 48 
100 100 100 100 100 100 100 
32 30 30 33 32 35 46 

3 4 • 2 2.2 2.2 1.2 
• 2 • • 2 

1 2 2.2 13 33  3.4 1.2 
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Tab. 24. Obersichtstabelle der Saussurea riederi v. yezoensis-Carex scita 

v. riishirensis-Ass (Hokk引do)

1 = Subass van A 11 i um schoenoprasum v. shi butsuense (Yubari-dake l 

2 = Subass. van Cal amagrosti s sacha linens is (Yubari-dake) 

3 = Typi sche Subass （出daka-Gebirge) 

4 = Typische Subass (Taisetsu-Massiv) 

5 = Subass van Geum pentapetalum (Taisetsu-Massiv) 

6 = Subass. van Geum pentapetalum (Hidaka-Gebirge) 

I 2 3 4 5 6 
Zahl d. Aufnahme 7 11 7 15 10 13 

Kenn十axad. Ass.ー
Saussurea「leder i v yezoens is IV v II v IV 

Paa yezoa Ip i na 111 Ill IV 

Aeon i十umyamazakii II 

Ci rs i um pee十inel lum v. alpinum 

T renntaxa d. Su bass 
Deschamps i a caesp i tosa v. fes十ucaefoI i a v II 

A I 1 i um schoenoprasum v 

Fau「ia c「is十日－ga11 i IV 
Fi I ipendula mu l十ij uga v. yezoens is 111 

Trenn十axad Subass. ' 
Ca I amagros十is sacha I i nens is v II 
LUZL』la「OS十ra十a IV 

Pieri s hi e「acioidesv. alpina IV 

Las十reaque「pae「十ensis IV 

Anapha I is ma「ga「itacea v. angust i or Ill 

Trenn十axad. Subass. 

Gen十ia円a nipponica II V IV 

Geum pen十ape十aI um Ill Ill 

Vaccinium ovalifolium v co「iaceum Ill Ill 

Deschamps i a I I exuosa 111 II 

Sa I ix yezoa 1 pi na v 
Phy I lodoce aleu十ica v 
lくenn十axad. ho he「e門 Ei『；hei十en'

Ge「ani um e「ia 「1十hum v IV v 
Saussurea stlpulata v.「iishirens』S IV IV II 

Carex scita v.「iishirensis 111 IV II 
Aeon i十u『nyuparense II 

Adenophora pe「sciaefolia 
Trol I ius riederianus v riede「ianus 

Peucedanum mu It iv i十十a十um II v V IV IV v 

Hype「icum kam十schaticum v I Ill II IV 
Rumex mo『1十anus IV Ill Ill . 
Ranl」「；cuI us ac「is v. 円lppon i cus 111 Ill IV ＋ 

Orchis aris十a十ヨ v Ill 
Pedicularis chamissonis v. japonica II II II Ill 

Pedicularis yesoensis II IV 

Gen十ia門司十「illD「3 v. mon十a「10 IV II 

Sa I ix rein i i II 

Phleum alpinum Ill 

Pedicula「is resupina十a v caespitosa v 111 

Ligularia hodgsoni i Ill II 

Trol Ii us riede「ianus v. jape円icus v 

Pleurospe「mumcam十scha十icum II II 

Boykinia lycoc十onifolia II 
Vera十rumoxysepa I um II 
Pia十an十herachori s i ana 令

Coniosel i『；umIi I ic i門um II 4令

T「＂＇」十ve十十eriajape『；i ca ＋ ＋ 

Tha Ii c十「umaquilegifolium 4・
Veratrum s十amineum Ill 
Viola al I iariaefol ia . 
Herac I eum du Ice . 
Tha Ii c十rumminus v. s十ipel la十u『n

Hi erac i um japan i cum 4砂

Alchemi I la japonica φ 

Al nus maximowici i 

Hedysa「umvicioides II 

Pia十an十he「aophrydioides v. 十日kedae II 

Glyceria alnas十ere十l」m II 
Acon1十umgigas 
Tilingia holope十ala 
Tripe十aI eia b「ac十ea十a ＋ 

Loni ce「acham i sso i 
Weigelia middendorffii . 
Li I ium medeoloides 
lxe「is den十a十av. kimu「ana

Beg~＝~十.：「 ~ lepharicarpa v IV v v 
Paranss i a pa I us十「is Ill 111 II II v 
Heloniopsis o「ien十aI ia v Ill Ill v 
Anemone narcissiflora Ill Ill V 11 
Ti I ingia ajanensis Ill φ Ill 
Carex hakkodens is Ill ＋ IV 
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Tab. 25. Crepis hokkaidoensis Hedysarum vie、oides-Ass
Lfd.-Nr 
Feld Nr 
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Exposition 
Ne,gung I》）・ 今

GrdBe d Prcbe千！acheIm-I 

Vege十a十ionsbedeckung <%1 
Ar十enzahI 
Kenn-u. Trenn十axad Ass ' 
Crepis hokkaidaensis 
Sedum i sh i dae 

1. 2 3. 3 .. 2 + 
2.3 1.3 2.3 

Ange I i ca acuすiloba v iwa十ensis 
Agropyron yezoense 
Kenntaxa d hoheren E i nhe iすen
Hedysarum vi c i o ides 
Arabis lyra↑a v. kam十scha十Ica 

Al I ium splendens 、
Tha I ic十rumminus v. s十lpel I a十uoげ
Pedicularis chamisso門isv japo門ica 
Acencphcra persciaefol ia 

Poa yezoa Ip i na 
Cue< SC i十a v riishirensis 

Aeon l十umyuparense 

生記ど主三
Barbarea o「十hoceras

Sup I eurum n i ppo~ l号um
Aquilegia flabePI語十a v. pumila 
Aegopod i um a I pes十「e
Geum ca I十haefolium v. nipponicum 
Sol idago virga-aurea v leiocarpa 
Gen十ianel la yuparensis 
Er，十richium nipponicum 
Sedum roseum 
Polygonum viviparum 

Campanula chamissonis 
Moehringia I a十eriflora 
Musci spec. 
Dian十hussuperb us v. spec i osus 

5十eIlaria nippo門icav. yezoensis 
Epi labium tau「iei 
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群集はアオノツガザクラやエゾコザクラ等の多く生ずる真の雪田植生と混成されている

が，そのうちトカチフウロ亜群集とされたものはナガノ〈キタアザミーリシリスゲ群集の典型

亜群集にほぼ一致すると考えられる。但しその調査は何れも 1m2について行われたもので

この調査面積は広葉草原に対して明らかに小さすぎ各方形区とも出現種が少なすぎる。本

報の表には或程度以上の出現種類を示す調査区のみを採っておいた。

チンク。ルマ亜群集（表23）：これは前述の典型亜群集より明らかに雪国環境条件の5齢、場
所に見られ，しばしばアオノツガザクラ，チングルマなどの優占する，融雪後に比較的乾

燥する雪田植生の周辺に生じている。 群落中には雪田植生からミヤマリンドウ，チングル

マ，アオノツガザクラ等が入りこんでいる。 雪田植生とその周辺との聞には両群落の構成

種の共存する移行帯が形成されるのは東北地方の山岳でも見られる所であるが，斜面角度

の強L、場合，すなわち環境傾度の5齢 、場所ではその移行帯の巾は狭く雪田植生と広葉草原
（しばしば禾本が優勢となるが〉との区分は明瞭である。しかし大雪山の五色ケ原のように

平坦な場所では移行的植分が巾ひろく，両者共存する移行帯を典型として把握する可能性

が出てくる。 ミヤマイーハクサンボウフウ群集はそのような例のーっと考えられる。尚この

問題は日本の雪田植生に関する用意中の論文て字雪田植生の側からも触れる予定である。 五

色ケ原などではチングルマ，アオノツガザクラ，キパナシャクナゲが谷地坊主状に盛り上

り，その小丘の聞の凹所にハクサンボウフウを主とする広葉草原の断片が生ずるのが見ら

れる。
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18. フタマタタンポボーイワオウギ群集 （表25)

Crepis hokkaidoensis-Hedysarum vicioides-Ass. ass. nov. 

夕張岳は趨塩基性岩の台地状の山形でその台地面には幾つかの輝緑岩の岩塔が散在して

L、る。 そのうち最も大きなガマ岩はその基部に礁の堆積した；崖錐を持っている。その礁の

崩壊しやすい斜面には夕張岳の雪国周辺的環境に見られるのとは種類組成の異なった崩壊

地型の広葉草原が見られるc 際移動のかなり激しい斜面では植被率はかなり疎でイワオウ

ギ，フタマタタンポポ，オオカラマツ， ミヤマラッキョウ等が主体となって群落を構成し

ている。 ここには夕張岳の超塩基性岩地の特有種は入りこんでいなL、。ただユウパリリン

ドウがわずかに生ずるが，これは大雪山なと 北海道の他の基岩から成る山にも見られるも

ので超塩基性岩地に特有な植物ではない。 この崩壊地広葉草原は夕張岳に限られるもので

はなく北海道の他の山岳にも分布するものと考えられる。手許にも大雪山白雲岳の崩壊斜

面てず得た断片的ながら類似の植生調査票がある。 群集としての性格は更に他の山地の資料

を加えぬと明らかにできないが， 一応 フタマタタンポポ イワオウギ群集として記録して

おく 。 フタマタタンポボーイワオウギ群集は明らかに本州中部山岳の崩壊地周辺草原であ

るタカネコウリンカ イワオウギ上群集に対応する北海道の群集と考えられイワオウギ，

ミヤマラッキョウ，オオカラマツ， ミヤマオダマキ3 タカネナデシコなど共通する種類が

少なくない。

19. レブントウヒレン ーチシマフウロ群集 〔表26a) 

Sau ssur~ a riederi v. insularis-Geranium erianthum-Ass. OttsA (1967) 

北海道の北端に位置する礼文島は長さ23伽ほどの細長い島で最高点でも海抜4卯 mで隣

接する利尻島が海抜1719mlこ達する円形の火111島であるのとよい対照を示している。 利尻

島はハイマツ帯の下限が海抜500mil付近にあるが礼文島ではほとんど海岸線からハイマツ

が現れるなど植生上の対照も著しL、。 礼文島の西海岸は，ほとんどその全長に渡って比高

100～300mに達する断崖で，ここは夏季に高い頻度で海霧が起り，強L、西風と共に特異な

植生を形成している。 西海岸にはハイマツにともなって高山， 亜高山性の植生が海岸近く

まで低下して生じており， 特に 高山帯上部を本拠とするカラ フトイワスゲ ーヒゲハリスゲ

群綱の風衝草原が見られるのは興味深い。 この風衝草原（レブンソウ オノエスゲ群集〉は

この西海岸断崖の岩棚や特に断崖上縁の風商を最も強く受ける突角部に生じている。この

断定上は比較的なだらかな斜面でチシマザサの丈の低いササ原となっているが，そのササ

原と断崖上縁との聞にトウゲブキ，レブントウヒレン，チシマフウロ，チシマワレモコウ，

エゾカンソウ等の多い風衝型の広葉草原、が帯状に生じている。 この風衝地広葉草原はまた

西海岸に流入する谷の斜面，特に風の吹き通す谷の斜面にも広くひろがっている。 これが

レブントウヒレンチシマブウロ群集（大場1967）である。群集の標徴種としてはレブント

ウヒレン，シコタンスゲ， レフンサクラソウモドキ， レブンキンハイソウなどが挙げられ

る。レフントウヒレンチシマフ ウロ群集と近似の海岸型の草原は，海霧が多く 夏に低温の

地域，特に千島には広く分布しているものと考えられ，また知床半島にも分布するものと考

えられる。 更に日本海沿岸の各地に点々と知られるトビシマカンゾウを生ずる海岸草原も

環境条件的には類似の場所を 占めている。 しかし佐渡などに見られる トビシマカンゾウを

含む草原はススキ群綱に含まれるもので，ここに取り扱ったE高山帯の広葉草原とは群落
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Tab. 26 Anthoxanthum odoratum v. furumii-Carex scita v. riishirens1s-Ass 

l = Subass. von Coelopleurum lucidum v. qmelinii 
2 = Subass. von Orchis aristata 

s
 

a

’s
b
 

2
2
2
2
2
2
2
2
7
－
2

2

2

1

2

0

a

 

＋

・

・

・

・

＋

1
－
l
r
－

φ
＋

2
1
＋
＋

＋

1
1

＋

1

＋

i
＋

l
A
2
 

十

y

a
x
h

’A守

2

2

2

2

2

2

s

e

p
z
 

1
1
0

・m

＋

1

1

φ

1

φ

u
p
n
＋

u
 

P
川

m
s
計

2

2

5

s

u
十

＋

・

・

＋

5

s

s

a

p

h

J

a

－

o
l
 

n
9
1

’’ 

l
u
y
c
d
 

2

2

2

2

2

3

2

2

2

千

す

e

2
4’

ea－－

a

A，
．
－

－

－
－
－
－

－

－
－

；

i
s
p
m
 

A
守

1

aマ
1

1

0

1

4

＋

1
e
c
o
s
u

a
m
訂
・
酬

2

2

2

2

2

十

l

’v
h

＋

，

 

．

．
 －

－

a
C
附

十

2

1

2

＋

＋

l

s

n

 

u

u
a
 

C
6
9
b

，
 

2

2

2

2

l

r

a

 

＋

「

n
n
e
M

1
2
＋

2

u

’i
p

 

a

u

’
 

’S
A守

a
＋

2
 

－

－

s
a
 

l
s
＋

u
r
 

e

u

h

o

 

n
n

十

l

2

2

2

2

2

2

3

a

’c
n
f
 

AV
－

－

－

l
m
e
a
；・

1

1

2

φ

1
＋

3

4『

p

，r

n

s

o

e

 

e
v

十

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

E

a

’a
 

＋

－

－

a
l
＋

l
 

1

2

1

φ

＋

φ

＋

＋

＋

：

e
o
 

4
a
r
s
a
 

d

y

’
’
 

2

2

2

2

2

n

i

p

s

9

 
＋

－

’
－

n
n
 

1
2

＋

1

＋

S

’
e
l
 

’1
3
1
「

2
す
：
l
h

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

’
令
r
e

白
す

v

u

o

φ
φ
2
1
＋
＋

φ

1

＋

2

a

K
M
 

m
s
 

c
u
o
a

，
 

2

2

2

2

2

2

2

2

e

e

u

s

＋

）

 

＋

－

－

－

p
n
x
a

1
 

1

1
2
2
＋

φ

＋

＋

S
i
e
s
－

－

 

c
l

－－

－
 

a
C
千

，
f

1

e
a
2
4・

｛

r
v
a
－

r
 

s

印

’

引

2
出

制

t

a

S

内

d
n
r

’s
o

d

s

a

s

r

u

－

m

1

9

1

 

n

c

o

o

a

＋

a
m
n
 

e

i

十

a

i

s

h

a

a

l

a

s

r

n

l

p

十

s

a

c

k

－

T

e－

，

U

1

0

p

m

r

s

u

e

s

a

 

m

n

十

h

p

s

u

a

u

C

3

’e
w
a

u

’
a

a

s

a

e

十

c

g

l

r

D

a

l

a

r

－

r

n

l

J

a

a

o

n

十

i

k

o

b

u

e

b

l

o－s
l

s

c

i

l

l

a

a

r

b

i

h

 

f

m

a

p

－

n

T

r

i

o

－

－

e

m

a

h

N

6
8

・v
o

一

9

1

l
i

e

－s
s

v

－

f

e

l

u

・
c

c

s

v

－

9

a

a

f

十
一
n

e

n

a

v

f

p

c

v
卜

5

n

2）
ト

一札
訂

1

1

m

h

h

，m

M

百

U
山

川

川

日

山

明

h

H
日
ι
町

凶

v

a

州
国

間

S
耐

山

h

l
山

口

削

同

情

一A
一h

s

m

印
同

S
吋

e
a
川
一山
計
判
副
・
一

m

同
日

H

h
問

団

制

l

田

町

S

H

I

由

民

H
m
山

k

a

A

問

2
m
a

引

一
－

a

u

d

・
－

l
c
e
9
r
p
E－
F
m
l
a
h
c
u
e
s
s
r
l
s
d

v

r

a

e

a

5

5

＋
l

u

－

e

n
1
＋

n
e

k

－
－

d

一一
l
a
g
－

十

S
d
n
す

r

－
s
u

u

h

c

l

c

e

o

n

p

d

n

u

f
十

a
r

－

－

h

十

i
・
r
o
v
l
s

’

g

a

s

k

n

一
一

o
n
f
s－
c
d
r
s
一

a
十

a
S
a
n－
r
h
p
e
a
l
a

s

m

1

d

o
u
r
i
o

s

a

l

r
c
十

’

u
s
e
a
－

m
r
v
a

f

u

l

a

s

す

O

c
u

－
a
一d
u
e
s
E
l
e
s
E
h
m
o
l
e
c
e一
十

1
s
s
l
p
e
a
a
！

n
十

s
o
m
s
u

－

s
o
’

S
t
e
n
－

h
v
a
a

p
l
S

r

i

－
－

n

a

a

H

a
k

－
x－
o
c
h
a
T

c
b
a
干

c
a
l
p
i
r－

n
十
す

f
e
e
l
h
s
e
c
e
h

9

n

a

s

十
十

u
s
l
e
r
十

c
g
a
l
b
u
e
a
a
e
o
c
h

「
｛

l
c

－
E
l
e
c
b－

c
n
b
E
S
K
C
S
i
r
e－
v
a
s
m
S
S
1
a

c

s

d
o
r
c
s
d
l

g
a

，s
c
l
e
十

n
y
n
a

r
十

v
a

c

o

e

m

s

r
i

c

o

｝

肘

由

一叶
一
m
s
u
h一
間
同

M
h一
計
附

a
悶
判

a
同

出
一
a
n
a
岡

引

叩

町

山

間

s
日

什

凶

作

s
a
什

M
m

げ
町
同

M
町
田
岡
訓
同

H
同

伊

k
m
岡
市
引

m
引

問

。

町

m

’H
副

同

叶

m

m

b
e

－
n
T
n
s
p
－「

f
十

一

i
a
e
s
m
p
b一1
7
e
b
s
n
o
i
b
n
m
l
l
f
l

m

V

I

a

－
J

－

a

t

u

r

r

a
i
e
e
b
e
3
v
g
m
A
a

｛

1
m
由

一同
一叶

M
s
d一剖

s
n
d一町

k
山

M
m
山
同

・一

U
m
町

m
m
H
m
師

団

訂

印

刷

a
a
日目
同

同

日

刊

O
H
n
師
団

M
a
回

a
叩

凶

「

岡

山

日

間

c
d
回
目

s

e

1
間
的
同

d

7

M
m
O（
p
m
l
一T
一回

F
－川

a
一
副
ー
引

m
a
τ
叩
凹

5
珂
吋

b
d一
S
M
四

日

刊

日

間

同

目

U
a
r
H
M
U
計

出

町

け

己

刊

b
開

閉

店

目

m
n
－釦

m
a
白
血

剖

5
閉
山
田

r
M
一h

J

a

b
－

－

叩

白一

引

9
d
刊

曲
一
u一回
目

川

町
山
一
何
回
伊
出
一
川
引
叩
円
町
叩
割
問
一

H
m
m
V
肝

間

同

計

出

師

同

計

日

伊

U引
に

h
u
p
u
u
均一

M
M
m
刊
師
岡
村
山
・
一
河
川

村

出

帥

U山
河

民

間

四

日

出

師

一

日

間

m

V

4
T
U川

s
l
n
a
Z【
？？

？

O
十
－
e
r

十－

c

r

c

E

r

a
【「

r
n
P
1
n
r
r
十

d
P
I
l
y
d
a
m
Q
d
a
i
－－

o
a
l
十

r
n
1
1
l
z
s
o
a
a
l
n
u
d
y
「

d
n
E

a

r

s

e
s
u
e
十

n－
－－

n
s
r
n－冶

qd
「

n－
r
i
l
l
a
e
a
十
一
a
e
a
y
a
o
e
e
r
e
e
a
e
o
e
l
e
h
e－
o
i
n
o
r
a
e
a

，。u
e
h
n
r

。e
f
e
h
g
r
o
r
n
十

O
l

f

凹

切

出

伊

均
一
m一A
A
T
制
一C
A
E
引一

O
C
F
P
C
A
C
m一C
G
S
H
C
C
V
H
A
P
N
S
W
B
P
P
H
L
T
記
5
V
A
P
A
P
G
5
T
P
L
F
R
A
A
P
S
A
S
P
A
h
仰
川
i
同

吋

R

h
h
陶

酎

同

生

陶

一

行

一

行
一

均

一

』

一

加

刑

肘

＋

，

ぃ

リ

印

Lid -N「「．－

Fe I d-N「・．

a 
I 2 3 4 5 
Ri Ri Ri Ri Ri 
11 12 13 14 15 
1650 1650 1650 1670 1660 
S SSW S N SW 
35 35 35 40 35 
40 16 50 64 16 
1口0 100 100 100 80 
20 20 20 27 25 

・.2
1.2 

.. 2 1 3 
<.2 2.2 • 2 

b 
6 7 8 9 10 11 
Ri Ri Ri Ri Ri Ri 
・1 s 19 24 25 29 s 
1640 1600 1650 1620 1000 1540 
N川E NNE NE SE SSE NNE 

38 35 40 35 20 30 
100 100 15 30 30 35 
100 100 100 100 100 1凹
25 21 31 20 28 27 

。.2 1. 2 
• . 2 

2. 3 

ヮ
ι
＋
 

2
2
2
 

A

’
A

’
＋
 

2

2

 

A

’
 令
。

フ
ι
ー

2

2

 

1

＋
 

2

2

2

3

 

＋

・

＋

。

＋

1

1

3

 

2

3

 

＋

・

令

－

－

1

2

 

2

2

 

＋

－
－

0
 

1

＋
 

2

2

2

 

＋
・

・

＋

e

1

 

2

2

2

2

 

φ
1
1

1

 

3

2

3

 

・
＋

・

＋

2

1
1
 

3

4

2

3

2

 

・
＋

－

－

－

－

e

－
－
－

2

4

φ

1

＋
 

3

2

2

2

2

 

－
＋
－

e
Aマ
－

e
E
－

－

ム’

a’

A’

1
A’

1
 

3

2

3

2

2

 

A

，

．
 

1

1

2

1

＋
 

3

2

2

3

2

2

2

 

1t
s，
内4
勺

4
1l

’I
A
’

3
2
3
2
3
2

2

2

 

－

－

a

A’
a

，
 

．
．
 

2
1
2
＋

3
1

2

1

 

分類上は一応無関係である。

シコタンスゲ亜群集 ，｜折崖上縁に接して生ずるものはシコタンスゲ，イブキト ラノオ，

オオハナウ ド， ミヤマキンポウゲ，レブン キンパイソウ等を識別種として シコタンスゲ亜

群集にまとめられる。rnせまく乾燥気味の所に生ずる植分は，土壌も薄く構成種も貧弱で
あるが，風下方向へやや下り気味の斜面では群落の巾がひろがり， 土壌が厚く群落高も高

くレブンキンパイソウの多いのが目立つ。
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ススキ亜群集：やや内陸に入った風道となる谷斜面に見られるものはススキ，ヤマブド

ウ，ゴマナ，ヤマグワなどの種類によってススキ亜群集として分けられる。 このうち一部

の植分は山火事等によってトドマツ林等が破壊された跡地に成立したらしく，極めて厚く

膨軟な黒色土壌を有し歩くと靴が地中に半ば没するほどの所もある。

ミヤマオタゃマキ亜群集 ・これは礼文島中部のウエンナイ附近の内陸深く入った所の谷の

屈曲部の局地的風街地に見られる もので3 周囲はトドマツ林に固まれており谷に面した巾

の狭い急斜面のみが広葉草原になっている。 おそらく冬期には一種の雪崩斜面となるもの

と考えられる。礁のやや多い土壌は褐色で粘質が強く ，礼文島の他の広葉草原に見られる

ような軟かい土壊とは大いに異なり 3 本州中部山岳の風衝草原に見られる よう な枯性の強

L、壁状の薄い土壌である。

20. ミヤマハルガヤ リシリスゲ群集 （表26b) 

Anthoxantum otloratum v. furumii-Car2x scita v. riishirensis-Ass. nov. 

礼文島に隣接する利尻島はかなり浸蝕の進んだ火山島で，その中央に位置する利尻山の

山頂部は鋭L、岩i峰が並立している。 これら岩峰の聞のルンゼ状の斜面は小規模な雪崩斜面

と考えられ，そこにリシリスゲ，タカネノガ リヤス，イブキトラノオ，リシリトウウチソ

ウ等から成る草原が見られる。この群落はナガノくキタアザミーリシリスゲ群集に類似するが

ナガパキタアザミ ，エゾミヤマソモソモ等を欠きミヤマハルガヤ，サマニヨモギ，ウラジ

ロタデ，リシリオウギ，チシマアザミなどを生じている。 ここには利尻島固有の種類はほ

とんどなく， 北海道の他の山岳にも広く分布している種類ばかりであるが， 只ミヤマハル

ガヤは北海道における唯一の産地であってこの群落を特徴づけている。 ボタンキンパイソ

ウは利尻島に固有のものであるが，著者の調査には緩めて少ない。 群集としては特徴に欠

ける点もあるが種の組み合せは北海道の他の亜高山広葉草原に比較して独特である し，量

は少ないが固有種のボタンキンハイソウを含む点で仮にミヤマハルガヤ リシリスゲ群集

として認めることにしておきたい。

ミヤマハルガヤーリシリスゲ群集は南～西面の乾いた斜面に生ずるエゾノシシウ ドE群

集と， 東北面の被陰でやや湿度の高い環境に生ずるハクサンチド リ亜群集が区分できる。

著者の以前のフロラ調査の際の経験によれば 山］頁からやや北東に下った雪国周辺の斜面に

リシリトウウチソウ， リシリブシ，ボタ ンキンパイソウ等の生ずる雪国周辺型の広葉草原

があり，これが第三の亜群集となる可能性が強い。
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Karte 12. レプントウヒレンーチシマフウロ群集（1）ミヤマハノレガヤーリシリスゲ群集 〔2）およびナガ

パキタアザミ リシリスゲ群集（3）の分布

Die Verbreitung der Saussurea riederi v. insularis・Geraniumerianthum-Ass. (1), der 

Anthoxanthum odoratum v. furumii-Carex scita v. riishirensis-Ass. (2) und der Saussurea 

riederi v. yezoensis-Carex scita v. riishirensis-Ass. (3). 
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9. オニアザミーヒゲノガリ

ヤス群集 （飯盛山〉
Cirsium nipponense-

Calamagrostis longiseta-
Ass. mit Veratrum 
stamineum im 

Iide・Massiv (N-Honshu). 

10.オニアザミーヒゲノガリ

ヤス群集 （飯盛山〕
Cirsium nipponense-

Calamagrostis longiseta-



11.オクキタアザミートウゲ

プキ群集 （鳥海山〉
Saussurea riederi v. 
japonica-Ligularia 

hodgsonii・Ass. im 

Chokai-san (N Honshu〕．

12.ガンジュ アザミータカネ

ノガリヤス群集（早池峯111)
Cirsium ganjuense-
Calamagrostis sachal-
inensis-Ass. 
im Hayachine san 
(N-Honshu). 
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13.ナガバキタアザミー リシリ スゲ群集
〔日高山系・幌尻岳・七ツ沼カーノレ〕
Saussurea riederi v. yezoensis-
Carex scita v. riishirensis-Ass. in 
der Hidaka-Gebirge (Hokkaido). 

14. ナガパヰタアザミーリシ リスゲ群集
（日高山系 ・トツタベツ岳〉
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. in der Hida 
ka-Gebirge (Hokkaido). 



15.ナガパキタ アザミーリシリスゲ群集
（大雪山・黒岳〕
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. i:n Taisetsu・ 
Massiv. (Hokkaido). 

16.ナガパキタアザミー リシリスゲ群集

（大雪山・ 白雲fir)
Saussurea riederi v. yezoensis-Carex 
scita v. riishirensis-Ass. im Taisetu-
Massiv (Hokkaido). 
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17. レブン トウヒレン チシマフウロ

群集 （干し文島〉
Saussurea riederi v. insular is-
Geranium erianthum-Ass. in d巴r
Rebun Insel〔Hokkaido〕ー

18. レブントウヒレン チシマフウロ

群集（干し文島〕
Saussurea riederi v. insularis-
Geranium erianthum-A•s. in der 
Rebun Ins巴l(Hokkaido). 


